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資　料

特別支援学校 （肢体不 自由）にお け る 自立活動 を主 と して

　　　　　指導する教育課程に関する基礎的研究

　　　　　　 一
教師の 描 く指導の展望 に着目 して 一

一
木　　薫

＊ ・安藤　隆男
＊ ＊

　 自立活動を主 と して 指導す る教育課程 に つ い て は 、 教育課程編成の 柔軟性 ゆえにそ

の あ り方が課題視 され て い る 。 その よ うな中、 特別支援学校 （肢体不 自由）に は 、 小

学部入学時点か ら個別の 教育支援計画や個別の 指導計画に基づ く長期 的な展望 にた っ

た系統的な指導が求め られ て い る 。 本研究で は、教師が 具体的に指導の展望 を描 くこ

との で きる期間 を明 らかに し、 その 背景 を探 るこ とを通 して 、 今後の 教育課程の 検討

に必 要な 基礎資料を得る こ とを目的とした 。 結果 として 、 教 師の描 く指導の 展望は約

3 、 4 年で あ り、「日々 の 指導の 見通 しに対す る困難 さ」や 「自立 活動の 指導に お け

る個別の 指導計画作成上の 不安」が影響 を及ぼ して い る こ と、障害児教 育経験年数の

浅 い 教師ほ ど 「自立活動の 指導にお ける個別の 指導計画作成上 の 不安」が有意に高い

こ と、指導する教育課程に よる結果 には差異が ない こ とが明 らか に なっ た 。

キー ・ワ ー ド ：特別支援学校 （肢体不自由）

　　　　　　　自立活動を主 と して指導す る教育課程

　　　　　　 指導の 展望

1．は じめに

　教 育の 場 を問わず、個 々 の 障害の ある児童生

徒の 教育的 ニ ーズに応 じた適切 な指導及 び必要

な支援 を行 うこ とを標榜する特別支援教育にお

い て 、 特別 支援学校 は、地域 の 特別支援教育の

セ ン ター的機能を果たす役割 を担 う一方、自校

に就学する児童生 徒の 重度 ・重複化へ の 教育的

対応 を一層充実 させ る責務 を負う。 平成21年 3

月に告示され た特別支援学校学習指導要領 （文

部科学省，
2009） で は 、 外部専門家の 活用が改

め て強調 された 。 従来の 校内連携の 充実 は もと

よ り、他機関 との実質的 な連携が求め られ る 。

また 、「特別支援教 育の 更 な る充 実 に 向け て

（審議の 中間 と りまとめ ）〜早 期か ら の 教育支

＊
福 岡教育大学教育学部

＊＊
筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総合 科 学研 究科

援 の 在 り方 に つ い て 〜」 （特別支援教育の 推 進

に関する調査研 究協力者会議，2009）は 、 個 別

の 教育支援計画 を活用 した就学指導 を提唱 して

い る 。 今後、 特別支援学校には 、学校教育の 目

的や 目標 を達成する ため に、教育の 内容を児童

生 徒 の心 身の 発 達に応 じ、授業時数 との 関連に

お い て総合的 に組織 した学校の 教育計 画で ある

教育課程 （文部科学省 ， 2009） と、 個別の 教育

支援計画及 び個別の 指導計画に基づ い た確かな

実践 、さらに は 自校 における教育実績 に つ い て 、

他機関や保護者に具体的に明示す る こ とが、学

校教育 と して の 役割 を十 二 分に果たす前提とし

て 求め られる 。

　現在、特別支援学校 （肢体不自由） におい て

は、重複障害学級在籍の 割合が全体の 75％を占

め る 。 古川 （2004）に よる と、自立活動 を主 と

して 指導する教育課程で学 ぶ児童生徒は、1987
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年度には小学部29．6％ 、中学部22．8％ で あ っ た

の に 対 し、 2001 年度 に は 、各 々 が 50 ．3％ 、

40．5％ に増加 し て い る 。 各学校は、個 々 の 児童

生徒 の 実態に応 じた指導 を展 開する ために、昭

和 54年告示の 学習指導要領以 降 、 重複障害者等

の特例 （新学習指導要領で 「重複障害者等の 教

育課程編成 に関する取扱 い 」と改訂）を適用 し、

弾力的な教育課程 を編成 して きた 。

　こ の 自立 活動 を主 として指導す る教育課程 に

おける指導に つ い ては 、 こ れ まで 、実態把握の

工夫や 指導内容 を提案す る実践研究が報告 され

て きた （鹿児島県立皆与志養護学校 ，
2000 ；鹿

児島県立皆与志養護学校 ，
2002 ；加古川 市立加

古川養護学校 ， 2001；大 阪府立箕面養護学校 ，

1990；東京教育大学教 育学部附属桐が丘 養護学

校 ， 1967，；東京教育大学教育学部附属桐が丘養

護学校 ， 1968 ；東京教育大学教育学部附属桐が

丘 養護学校 ， 1969） もの の 、 児童生徒 の 多様な

実態と教育課程の 編成の 弾力性か ら、指導に あ

た る教師 は 「どの よ うな将来像を見通 し て 、何

を指導すべ きか」に確信を持てず、指導 目標や

内容の 妥 当性 、 系統性、さ らには学校全体と し

て の 教育計画である教育課程の あ り方が課題 と

な っ て い る （安藤 ， 2004 ；国立特殊教育総合研

究所 ， 2006；齋藤 ・中澤 ・大崎 ・後上 ，2008；

下 山，2006 ；菅井，2004）。 こ の ような状 況下

で 、 個別の 教育支援計画や個別の 指導計画に基

づ く長期的な展望に た っ た系統的な指導が求め

られ る中、果た して 教師は 、 どれ ほ ど の 期 間の

指導 の 展望 を描 き得る の だ ろ うか 。 学校現場 は

担任が ユ年単位で 替わ る指導体制に ある 。 各担

任教師は新年度の ス ター トを切 るにあた り、引

継 ぎ資料 を手がか りに児童生徒の 実態を把握す

る こ とか ら始め 、長期的な指導の 見通 しを描 き

に くい 状況 にある こ とが推測 され る 。

　特別支援学校 （肢体不 自由）の 自立活動を主

と し て指導す る教育課程の 指導 を担当す る教 師

が 、 どれ くらい の 時 間的な展望 をもっ て 指導に

当た っ て い る の かを明らか にする こ とは、今後

の 教育課程 の あ り方を検討する基礎的な資料 を

提供す る こ とに なる と考える。

1．目的

　特別支援学校 （肢体不 自由）の 自立活動を主

と して 指導す る教育課程で学ぶ児童生徒を担当

する教師が具体的に指導 の 展望を描 くこ との で

きる期間 を明 らか に し、その背景 を調査項 目と

の 関連か ら探る こ とを通 して 、 今後の 教育課程

の 検討 に必要 な基礎資料 を得 る こ とを目的 とす

る 。

皿．方法

　 1．対象

　 A 県立特別支援学校 （肢体不 自由） 4 校の 教

師163名

　 2．調査方法

　郵送法に よる質問紙調査

　 3．調査項 目

　調査 項 目 （Table　1） は 、 フ ェ
ー

ス シー ト、

日 々 の指導で 困難に感 じて い る こ と、将来の 見

通 し 、 自立 活動 の 指導に お い て 困難に感 じて い

る こ とに 関す る項 目か ら構成 した 。 なお 、項 目

の 選定 にお い て は、安藤 （2000）， 国立特殊教

育総合研究所 （2003）を参考に した 。 特別支援

学校 （肢体不 自由）の 教 師 5 名を対象 に予備調

査 を実施 し、修正 を加えた 。 回答者は 、 指導 に

お い て 困難に感 じ て い る こ とに つ い て 、「非常

に そ う思 う」「どち らか と言 えば そう思 う」「あ

ま りそ う思 わ な い 」「全 くそ う思 わな い 」か ら

一
つ を選択する こ とが求め られ た 。

　 4 ．調査期間

　2009年 7 月下旬

N ．結果

　発送部数 4 校 、 163部 、 回収部数 4校 、 148部

（回収 率 　90．8％）で あ っ た 。 以下 、回答を調

査項 目に したが っ て 記載する 。

　 1．フ ェ
ース シートの 内容

　（1）対象者の性別 、 年齢 、 経験年数 ：性別で

は、男性が 49名 （33．1％）、 女性が 98名 （66．2％ ）、

無回答が 1 名 （0．7％）で あ っ た 。 全教職経験

年数 、 障害児教育経験年数 、 特 別支援学校 （肢

体不 自由）勤務年数 、 重複学級担任経験年数の
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特別支援学校 （肢体不 自由） に おける 自立活動を主 として指導す る教育課程 に 関す る基礎 的研 究

Table 　1　 調査項 目

「指導目標設定の 実際 と指導の 展望 に関する調査」

1 ．ご 自身に つ い てお答えください 。

  性別

  教職経験年数　※ 平成 21年3月末現在 。 1年未満 の 方は 「0」 とご 記入 ください 。

　　　 障害児教育教職経験年数

　　　 視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不 自由、病弱教育の それぞれの 経験年数

  重複学級担任経験年数

  現在 の 所属学部　 （ 小学部 　
・
　 中学部　

・
　 高等部　

・
　 訪問　）

  現在担任する学年

  現在担任する学級の教育課程 の 類型　 （自立活動を主 とす る ・知的代替 ・
準ずる）

2．日々 の指導におい て感じてい る こ とに つ い てお答えください 。

  どの よ うな内容 を指導し た ら よ い か悩む こ とが し ば し ばあ る。

  前年度の 指導につ い て の 引継 ぎ資料 は 、 参考に な る 。

  それ まで の 指導に つ い て 資料が な くて も、こ れか らの 指導を考える こ とに 問題は ない 。

  学習指導要領 は、子 どもの 指導を見通す上 で、有効である 。

  子 どもが 将来 どの ような内容 の 学習を して い るの か見通す の は 難 しい 。

  前年度の 指導の 踏襲は 、 い ま何 を指導する か悩まずに済む 。

  担任す る子 どもの 高等部卒業後の社会生活に必要な力を意識した指導を現在、行 っ て い る 。

  子 どもの 社会生活上必要な生 きる力を意識 した指導を考える こ とはそ う難しい こ とで はない 。

  子 どもの 実態 に応 じた指導を行 っ て い る が 、 同 じ指導内容の繰 り返 しに疑問を感 じて い る。

3．将来の見通 しに つ い てお答えくだ さい。

  子どもが将来どの ような内容の 学習を して い る の か （子 ど もの 成長や変化）に つ い て、何年先

　 な ら明確に思 い 浮か べ る こ とが で きますか 。

  子 ど もが 将来ど の よ うな生活をして い る の か に つ い て 、何年先な ら明確に 思 い 浮か べ る こ とが

　 で きますか 。

4 ，自立活動 の指導の 目標及び内容の設定に お い て、普段、感 じてい ることにつ い てお答えくだ さい 。

  子 どもの 実態把握が難しい 。

  子どもの 実態 を正確 に把握 で きた か どうか 不 安で ある。

  子 どもの実態を多面的 に 把握 で きたか ど うか不安である 。

  何を基準に 目標を設定すべ きなの かわか らない
。

  設定した指導目標が こ れで よい か不安で あ る 。

  長期的な成長の 見通 しが 難 しい 。

  長期 的な成長 の 見通 しが 適切か どうか 不安で あ る 。

平均 は 、 それ ぞ れ 14．32年 （SD ≡8．706）、12．63

年 （SD ＝8．694）、6．00年 （SD ＝5．410）、6．40年

（SD ＝6．816）で あ っ た 。 なお 、以下 の 「結果」

にお い て 、 障害児教育経験年数 につ い て は 「5

年以 下」 （37名）、 「6〜ll年」 （36名）、 「12〜17

年」（29名）、「18年以上 」 （39名）の 4 群 に分け

て 分析 を行 っ た。

　（2）所属学部 ： 回答者の 所属学部 は 、 小学部

59名 （39．9％ ）、中学部46名 （31．1％）、 高等部

37名 （25．0％）、 訪問部6名 （4．1％）であ っ た 。

　（3）担任する学級 の 教育課程の類型 ： 自立活

動を主 として指導する教育課程が74名 （50．0％）

で全体 の 半数 を占め 、 知的代替の 教育課程が 25

名 （16．9％）、準ず る教育課程が 24名 （16．2％ ）、

そ の 他 （自立活動部 、 支援部 、 学部主事等）が

25名 （16．9％）で あ っ た 。

　 2．日 々 の指導に関わる主観的評価

　各項 目に つ い て、 4段階の 評定 に対 して 「非

常 の そ う思 う」 （4 点）、「ど ち らか と言 えばそ

う思 う」（3点）、 「あま りそ う思わ ない 」（2点）、
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Table　2　 円 々 の 指導に関わ る 因子分析結果

番号 項 目内容 因子負荷量　 共通性

 

 

 

ワ一
り
乙

ワ凵

どの よ うな 内 容 を指 導 した ら よい か 悩 む こ とが しば しば あ る。

子 ど もが 将来 どの よ うな内 容の 学習 を して い る の か 見通 す の は難 しい 。

子 ど もの 社会生 活上 必 要 な生 き る 力 を意 識 した指導を考 え る こ とは そ う

難 しい こ とで は ない 。

．507853

．600

．257
．727

．359

累積 寄 与 率 （％ ）　 44，79

Table　3　 自立活動 の 指 導における個 別 の 指導計画作成 に関わ る因子分析結果

番号 項 目内容 因 子 負荷量 　　共 通 性

 

 

 

 

 

 

 

4
　

4
　

4
　

4
　44
　

4
　

4

子 ど もの 実態把握が 難 しい 。

子 ど もの 実態 を正 確 に 把握で きた か ど うか 不 安 で ある。

子 ど もの 実態 を多面的 に 把握で き たか ど うか不 安 で あ る。

何を基準 に 目標 を設 定す べ き なの か わか らな い 。

設定 した指導 目標が こ れ で よい か 不安で あ る。

長期的 な成長の 見通 しが 難 しい 。

長期的 な成長の 見通 しが 適切か どうか 不安 で ある 。

，706
．820821

．764

．766

．733

，787

．498
．673
．673

．584

．586

．537
．620

累積寄与率 （％ ）　 59．59

「全 くそ う思わ ない 」（1 点）と した得点 を与 え、

主 因子法 に よる 因子の 回転 を行 い 、 さ らに単純

構造 を得 る ための バ リマ ッ ク ス 法を適用 した 。

共通性が低 い 、ある い は複数の 因子に高 い 負荷

量を示す項 目を削除 しなが ら因子分析を繰 り返

した とこ ろ、「どの よ うな内容 を指 導した らよ

い か悩む こ とが しば しば あ る」「子 ど もが将来

どの よ うな内容 の 学習 を して い る の か見通すの

は難 し い 」「子 ど もの 社 会生活上必 要 な生 きる

力を意識 した指導 を考える こ とはそ う難 しい こ

とで はない 」の 3 つ の 項 目か らなる 1 因 子が抽

出 され （Table　2）、「日 々 の 指導の 見通 しに対

する 困難 さ」 と命名し た 。 chronbach の α 信頼

性係数 を算出 した と こ ろ 、 0．68で あ っ た こ とか

ら、内的
一

貫性は ほ ぼ 満た され て い る と判断し

た 。 なお 、 項 目        につ い て は、内容を反

転 させ た上 で 、 上記の 点数 を付加 した 。

　さらに、抽出され た因子の 因子得点を従属変

数 とし て 、 対象者の 所属学部、担 当す る教育課

程、障害児教育経験年数に よる一変量の 分散分

析 を実施 した 結果 、 有 意差 は認 め られなか っ

た 。

　 3．自立活動の指導にお け る個別の指導計画

　　作成に関わ る主観的評価

　こ れ らの 項目に つ い て 、主因子法に よ る因子

分析を行 っ た とこ ろ 、 7 つ の 項 目すべ てが 1 因

子 に高い 負荷量 を示 した の で （Table　3）、
一

因

子構造 にあ る と判断 した 。 「自立 活動の 指導に

お ける個別の 指導計画作成上 の 不安」 と命名 し

た 。 chronbach の α 信頼性係数を算出 した と こ

ろ、0．91で あ り、内的
．・

貫性が確認 された 。

　抽出 さ れ た 因子 の 因子得 点 を従 属変数 と し

て 、 対象者の 所属学部 、 担当す る教育課程、障

害児教育経験年数 に よ る
一変量 の 分散分析を実

施した結果 、 障害児教育経験 に つ い て は有意差

が認め られた （F （3，134）＝4．057， pく ．Ol）。　Tukey

法 に よ る多重比較 の 結果 、「5 年以 下 」群 は

「ll〜17年」群に比 べ て 5％水準で 、 「18年以上」

群 に 比 べ て 1 ％水準 で それぞれ 有意 に高い こ と

が 認め られ た 。

　 4．日々 の 指導及び 自立活動 の指導にお ける

　　個別 の指導計画作成 に関わる主観 的評価が

　　指導の展望 に及ぼす影響に つ い て

　子 ど もが将来どの よ うな 内容の 学習 を して い

るか、また どの よ うな生活を して い る か 、 その

見通 しにつ い て 、年数で 回答 を求めた 。

　子 ど もの 将 来 の 学習 内 容の 見 通 し （以 下 、

「学習の 見通 し」 とす る ） に つ い て は 、Fig．1
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の よ うな回 答 を得 た 。 平均2．90年 、 標準偏差

1．75で あ っ た 。 次に子 ど もの 将来 の 生活の 見通

し （以下 、 「生活の 見通 し」とす る ） に つ い て

は、Fig．2 の よ うな回答 を得 た 。 平均 4．01年、

標準偏差2．83であ っ た。

　先述の 、 日 々 の 指導及び 自立活動の 指導に お

ける個別の 指導計画 に関わる主観 的評価に関す

る因子分析で確認 された 「日 々 の指導の 見通 し

に 対す る困難 さ」 因子 、 「自立 活動 の 指導にお

ける個別の 指導計画作 成上 の 不安」因子を説明

変数に 、「学習の 見通 し」「生活 の 見通 し」 を従

属 変数 に重 回帰分析 を行 っ た 結果 をTable　4 、

Table　5 に示 した 。

　学習の 見通 しに つ い て は 、 「自立 活動 の 指導

に お け る 個 別 の 指 導 計 画作 成 上 の 不 安 」

（β ＝ 一．259，p〈 ．01）が 、 生活の 見通 しに つ い て

は 、「日 々 の 指導 の 見通 しに 対す る 困難 さ」

（β
＝一

　．228
， pく ．05）が それ ぞれ有意に 負の 影

響 を及ぼす傾向が明らか にな っ た 。

　ちなみ に 、所属学部、教育課程、障害児教育

経験 に着 目 し て 展望 の 差 異を検討 した と こ ろ 、

所属学部に よる有 意差が認め られ た （学習の 見

通 し ；F（3，131）−4．20 ， p〈．Ol，生活 の 見通 し ；F

（3，
130）−3．66， pく ．05）。　Tukey 法に よ る多重比較

の 結果、前者で 小学部が 中学部、高等部に比べ 、

後者で 小学部が 高等部に比 べ て有意 に長 く展望

して い た 。

V ．考察

　 1．指導の展望 とその 背景要因

日

管「
敷冖
人Ψ

　 　 　 　 　 　 　 孕冒 ω 見踊 し（隼，

Fig．1　 受け持つ 児童生徒の 学習内容に

　　 　 関す る見通 し

回
管
書
眦【
人げ

　 　 　 　 　 　 　 生 話 の 見 逼 し 〔鱒

Fig．2　受け持つ 児童生徒の 将来 の 生活に

　　　 関する見通 し

Table　4　 「学習の 見通 し」 を従属変数 とす る 重 回 帰分析結果

学習 の 見通 し

β

自立 活動 の 指 導 に お け る個別の 指導計画作成上 の 不安

日々 の 指導の 見通 しに対す る 困難さ

一259’

一．165

R？ ．142

’
P ＜ ．Ol

Table　5　 「生活 の 見通 し」 を従属変数 とす る 重回帰分析結果

生活の 見通 し

β

自立 活動の 指導にお ける個別の 指導計画作成上 の 不安

日々 の 指導の 見通 しに対す る 困難 さ

一．075寧

「 228零

R2 ．077
゜
P 〈．05
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　特別支援学校で は 、 平成 11年学習指導要領改

訂以降、自立活動 および重複障害者の 指導 に つ

い て、個別の 指導計画が作 成され て きた 。 また、

今 日で は個別の教 育支援 計画 も作成 され て い

る 。 小学部入 学時点か ら 、 卒業後 を見据 えた

日々 の 指導の 充実が求め られて い る 。 個別の 教

育支援計画で子 どもの 成長に 関する長期的な見

通 しを描 く目的は、ボ トム ア ッ プ を重視す る小

学部段階にお い て も、 トッ プ ダ ウ ン の 視点を含

め複眼的に指導の 目標 、 内容 を検討 し設定す る

こ と に あ り、 またそれ らを実践 と評価 を通 して

不断 に見直 し、 修正を図っ て い くこ とが重要 と

なる。

　今回の 指導の 展望 に関す る結 果は、「学習の

見通 し」が約 3 年、「生活 の見通 し」が 約 4 年

で あ っ た 。 こ の 結果に つ い て 、児童生 徒の 個 々

の 実態に着 目すれ ば 、 障害の 状 態が 重 度で あ り、

また多様で ある こ とが影響 して い る の は事 実で

あろ う。 しか し、回答者が担当する教育課程 に

よる差異が なか っ た こ とか らも、 重複障害者等

の 特例 を適用 し編成 した教育課程で 学ん だ卒業

生を送 り出 して きたこ れ まで の 学校 と して の 実

績を生 かす ため の 、教育課程の 評価 が共有 され

て い ない 現状が、大 きな背景要因とな っ て い る

こ とは否め ない 。

　本研究で は、こ れ らの指導の 展望に ネガ テ ィ

ブに影響する要 因が示唆された 。

　 まず 、 「学習の 見通 し」に つ い て は、「自立活

動の 指導 にお ける 個別 の 指導計 画作成上 の 不

安」が影響 して い た。 こ の こ とは、個別の 指導

計画 を作成する もの の 、児童生徒の 成長 と指導

の 方 向性 を具体的に描けない まま 、 作成の 日程

に沿っ て 、指導目標 ・内容 を設定せ ざる を得な

い 教 師の 実情を示 して い る と考えられ る 。 実態

把握の 資料 をもとに子 ど もの 成長 をどの よ うに

描 い たらよ い の か わか らな い 、前年度の 目標 と

評価 の表記が具体性に欠けるた め に 次の 目標 を

設定しに くい 、設定 された 目標 と評価 は具体的

で あるが 、その 目標 を導 き出 した背景や 根拠が

把握で きな い ため に 次の 目標の 方 向性が 見 えな

い 等が背景にあ り、 その 結果 、 設定 した指導 目

標 ・内容 に 確信 を持て ず、引継 ぎ資料 に記 され

た前年度 まで の 指導 を踏襲する現状に ある の で

は ない か 。

　次に 、「生活の 見通 し」に は 「日々 の 指導の

見通 しに対す る困難 さ」が影響 して い た 。 日々

の 指導を子 どもの 将来の 姿や 生活 との つ なが り

で 捉 える こ と の 難 しさ、 また捉 え切れて い ない

不安 を 、 教師が抱 えて い る 結果 と考え られ る 。

多 くの 子 どもが小学部か ら高等部に至 る まで 同

じ学校に在籍するが、指導を担当した子 ど もの

卒業後の 実生活につ い て各 々 の 教 師が具体的 に

把握す る機会 は少な い 。 学校教育 と卒業後の 生

活の 場の 指導 ・支援 の 方針や体制の 違い をふ ま

えた上で 、卒業後の 生活に必要 な力と して指導

する中身を 、 学校の 教育課程 の 検 討 として 行 う

こ とが課題で ある 。

　卒業後の 子 どもの 姿 を展 望 し 、 個別の 教育支

援計画や 個別の 指導計画 を作成する手順は、各

学校の 年間計画に位置づ け られ て い る 。 しか し、

それ らの 計画作成の 中核 を担 う担任教師は 1 年

ご とに替わ る指導体制 にあ る。 個 々 の 教 師は、

よ り長期的な指導の 展望 を描 き、そ の 展望か ら

指導内容 を具現化する こ とに 困難 を抱 え 、 幾年

に渡 り同 じ内容 を繰 り返す指導 に疑問を覚えな

が らも、消極 的選択 と して 前年度の 踏襲 を行 っ

て い る現状に ある と考える。

　 2．所属学部 ・教育課程 ・障害児教 育経験に

　 　よる差異

　 まず 、 所属学部に よ る差異 に つ い て 述 べ る 。

「学習 の 見通 し」に つ い て は小 学部が 中学部 、

高等部 に比べ て 、「生活の 見通 し」 に つ い て は

小学部が 高等 部に比 べ て 、見通 しを長 く展望 し

て い た 。 こ の ことは 、小学部の 場合 、 指導担当

後の 子 どもの 在学期 間が長 く、 実際に学習 して

い る姿 を 目に す る こ とがで きる状 況 に ある こ

と 、 また、卒業 を間近 に控える学部ほ ど、 卒業

後の 社会生活に必要な力を具体的に想定 した指

導を意識する
一

方 、 内容の 設定 に悩む現状 を反

映 して い る の で は な い か 。

　次に、教育課程 に よ る差異 に つ い て述 べ る 。

本研究で は、調査結果 に教育課程 に よ る差が 出
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る こ とを予想 して い た。
つ まり、 指導内容に つ

い て 学習指導要領に予め 詳細に規定され て い る

教科が大半を占め る 「準ず る教育課程」 を担当

する教師の方が 、児童生徒の実態に応 じて指導

目標 ・内容を設定しなけれ ばな らな い 「自立 活

動を主 と して 指導す る教育課程」 を担 当する教

師よ り、指導の見通 しを もちやすい と考えた の

で ある 。 しか し何れ の 結果 にお い て も、 教育課

程 に よ る 有意差は見 られ なか っ た 。 こ の 点に つ

い て は、下学年適用 の 児童生徒が 占め る割合が

少 なくな い 実態か ら、教科指導が中心で あ りな

が らも、 指導の 見通 しを描きに くい 実態が要 因

の 一つ に考え られる 。 また 、 教師側の 要因 と し

て、特別支援学校 （肢体不 自由）で は準ずる教

育課程で 学ぶ 児童生徒の 割合が少な い ため に、

経年的 に教科 を指導す る機会が少な く、 教科の

系統性や実際の 指導経験を もとに、個 々 の 実態

に応 じた指導計画 （内容精選や 目標の 重点化 を

含 む） を作成す るこ とに難 しさを覚える こ とも

考え られる 。 い ずれに して も、 川 間 （2004）が

指摘 して い る ように、特別支援学校 （肢体不 自

由）にお ける教 師の 教科指導力 の 向上は課題で

ある 。

　最後に 、 障害児教育経験年数 に よる差異に つ

い て 述 べ る 。 今 回の 結果で は 、 厂自立 活動 の 指

導にお ける個別の 指導計画作成上 の 不安」に つ

い て は 、「5 年以下 」 群 が、「11〜17年」 群 、

「18年以 上 」群に比 べ て よ り抱 えて い る実態が

示 され た 。

一
方で 、 「日々 の 指導の 見通 しに対

する 困難 さ」 で は 、 障害児教育経験年数 に よる

差異は認め られ なか っ た 。 自立活動の 指導に つ

い て は、教科指導の よ うな 「い つ ・何 を ・どの

順序で」指導すべ きかの 詳細 は 、 学習指導要領

に記され て い ない 。 よ っ て個 々 の 教師は 、 必要

に応 じて 、自身の 経験 を拠 り所に過去の 指導事

例を参考とす る。 指導を任 され る期間 （1 年間）

の 見通 しは実践 を重ね る に つ れ て 描 きやす くな

るが 、よ り長期的な指導 の 展望 となると、先述

の 通 り、経験 年数 に関係 な く困難 を感 じる現状

に ある の だろ う。 個 々 の教師が暗黙知 と して 有

し て い る これ まで の 指導実績 を、 個 々 の 児童生

徒の 学び の 履歴 と して顕在化 し共有す る こ と 、

そ して それ らを学校教育 目標、目指す児童 ・生

徒 像 の 具体像 とし て 蓄積する こ とが 重要 で あ

る。

　 3．今後に向けて

　 教育課程編成の 構 成要件 の 基本要件 として 、

「教育 目的 ・目標」「構造 （ス コ ープ とシーケ ン

ス ）」「履修原理」があげ られ る （田中 ・水原 ・

三 石 ・西岡 ：2007）。 自立 活動 を主 と して 指導

す る教 育課程に お い て は、「構造」 を検討 する

にあた り、「何 を」指導す るの か 自体 か ら、個

の 実態に応 じて柔軟に編成する こ とが で きる 。

しか しその 裁量ゆえに 、 生 活年齢 に応 じた 指導

内容の 設定や 、す べ て 自立 活動 に 置 き換えるの

で は な く教科として の 指導を追究する こ とが課

題 とな っ て い る 。

　 1979年の養護学校義務制実施か ら30年の 歳月

が経過 した 。 教 師には カ リキ ュ ラ ム づ くりの 力

量が 問われ る時代で ある （安彦 ：1999）。 個 々

の 実態に応 じて設定す る指導 目標を、各学校が

教育目標の もとにめ ざす児童生徒像 を個 々 に具

現化 した姿へ の
一
歩 と して捉える こ と、そ の成

長 を促すための 意図的な働 きか け と して 、 日々

の 指導 とその総体 として の カ リキ ュ ラ ム を説明

で きる こ とが 求め られ る 。 在籍する 児童生徒 の

障害の 重度 ・重複化が進む中、個 々 の 教育的 ニ

ーズに対応するた め に各学校が 重複障害者等の

教育課程の 取扱い の 適用 を重ねて きた、こ れ ま

で の 「意図 したカ リキ ュ ラ ム （Intended　Cur −

riculum ）」 （田 中ら ， 2007） を評価す べ き時 に

ある 。 個 々 の 児童生徒に 「実施 した カ リキ ュ ラ

ム　（lmplemented　Curriculum）」 （田中 ら，2007）、

個 々 の 児 童 生徒 が 「達 成 した カ リキ ュ ラ ム

（Attained・ Curriculum）」（田 中ら ， 2007）をもと

に 、 今後の 自立 活動を主 として指導する教育課

程にお い て 学校教育と して 子 ど もに育む力とそ

の ため の 「構造」を検討 しなけれ ばな らない

付 　記

　本研究 は科学研究費補助金 に よる研究成果の

一
部で あ る 。
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         A  study  of  the  curriculum  based  on  ilRITSUKATSUDOV

        at special support  school  for students  with  physical disabled
-

 The result  of  survey  on  problem  of  the making  practical plans for instruction 
-

Kaoru  ICHIKI'  and  Takao  ANDOU"

 It was  difficult to determine what  to instruct students  in the curriculum  based on  JIRITSUKATSU-

DOU,  But, teachers  of  special  support  schools  for students  with  physical disabled had to take more

long-term perspective on  student's gowth  and  achievement  based on  Individual Educatienal Support

Plan and  Individual Teaching Plan. The purpose of  this study  was  to clarify  how  long they cou]d  have

the vision  of  instruction and  difficulties that teachers felt. As a result,  they  could  have  vision  of  in-

struction just 3 or 4 years, teachers  who  had O-5years experience  in teaching  held more  wonies,  the vi-

sion  of  instructien depended on  
'difficulties

 ofmaking  practical plans for instmction' and  
'
 worries  of

making  Individual Teaching Plan for JIRITSUKATSUDOU',  and  the results  ofteachers  in other  cur-

riculum  were  also  same,

Key  VVords: Special support  school  for students  with  physical disabled

         The curriculum  based on  JIRITSUKATSUDOU

         The vision  ofinstmction

'Department
 of Special Education, Fukuoka University of  Education

"*Graduate
 School ofComprehensive  Human  Sciences, University ofTsukuba

-187-


